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継続
けいぞく

は力
ちから

なり 
副校長  鈴木 勝之 

 

国内
こくない

での新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

が確認
かくにん

されて一年
いちねん

が経ちました
た    

。未だ
いま  

収 束
しゅうそく

の兆し
きざ  

が

見えない
み    

中
なか

、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

の心配
しんぱい

も尽きない
つ    

ことと思
おも

いますが、釜
かま

利谷
り や

小学校
しょうがっこう

でも感染
かんせん

防止
ぼうし

対策
たいさく

をとりつつ、教 育
きょういく

活動
かつどう

を進めて
すす    

まいりますので、ご理解
 り か い

ご 協 力
  きょうりょく

の程
ほど

よろしくお願い
 ね が  

いたします。 

そんなコロナ禍
か

で迎
むか

えた新年
しんねん

、校内
こうない

に掲
けい

示
じ

している子
こ

どもたちの今年
ことし

一年
いちねん

の目 標
もくひょう

を見
み

ていて浮
う

かんだ言葉
ことば

があります。タイトルにもある「継続
けいぞく

は力
ちから

なり」です。多く
おお  

の人
ひと

が一度
いちど

は耳
みみ

にしたこ

とのある言葉
ことば

ではないでしょうか。宗教家
しゅうきょうか

住岡
すみおか

夜
や

晃
こう

さんの言葉
ことば

だそうです。物事
ものごと

を成
な

し遂
と

げるた

めに大事
だいじ

なこととして語
かた

り継
つ

がれている言葉
ことば

で、今
いま

の時代
じだい

も変
か

わらず注 目
ちゅうもく

されている価値
か ち

ある考
かんが

えです。私
わたし

自身
じしん

も昨年
さくねん

一年間
いちねんかん

で、経験的
けいけんてき

にその価値
か ち

を実感
じっかん

しました。それをより確
たし

かなものに

し、結果
けっか

に結
む

び付
つ

くように取
と

り組
く

むために、私
わたし

なりに考
かんが

えた大切
たいせつ

なことが三
みっ

つあります。 

一
ひと

つめは、継続
けいぞく

させるための持続
じ ぞ く

可能
か の う

な方法
ほうほう

を見
み

つけることです。最近
さいきん

では「Sustainable(サス

ティナブル)」という言葉
ことば

も一般的
いっぱんてき

になってきました。持続
じぞく

可能
かのう

かどうかは物事
ものごと

の成否
せいひ

の鍵
かぎ

を握
にぎ

っ

ていると言
い

っても過言
かごん

ではありません。また、持続
じぞく

できる方法
ほうほう

かどうかを左右
さゆう

するのは、その方法
ほうほう

が自分
じぶん

に合
あ

っているかどうかです。まずは、自分
じぶん

に合
あ

った持続
じぞく

可能
かのう

な方法
ほうほう

を見
み

つけることが大切
たいせつ

だ

と考
かんが

えます。せっかく、よい目 標
もくひょう

を立
た

てても、三日
みっか

坊主
ぼうず

となってしまったらもったいないので、

流 行
りゅうこう

や話題性
わだいせい

だけに流
なが

されず、自分
じぶん

に合
あ

った方法
ほうほう

を見
み

つけて取
と

り組
く

んでほしいと思
おも

います。 

二
ふた

つめは、自分
じ ぶ ん

を知
し

ることです。メタ認知
にんち

という言葉
ことば

があります。自分
じぶん

自身
じしん

を客 観
きゃっかん

視
し

すること

です。好
す

きなこと嫌
きら

いなこと、得意
とくい

なこと苦手
にがて

なこと、夢中
むちゅう

になれることやがんばったこと、これ

までに成 長
せいちょう

できたことやいつも気
き

になっていること等々
とうとう

、自身
じしん

に関
かん

する様々
さまざま

な情 報
じょうほう

を自分
じぶん

でし

っかりととらえる。一
ひと

つめの自分
じぶん

に合
あ

った持続
じぞく

可能
かのう

な方法
ほうほう

を見
み

つけることも、自分
じぶん

のことをよく知
し

らなければできないことなので、これも大切
たいせつ

なことと考
かんが

えます。 

三
みっ

つめは、強
つよ

くはっきりと目的
もくてき

意識
い し き

をもつことです。継続
けいぞく

することは、とても価値
か ち

あることです

が、あくまでも手段
しゅだん

です。手段
しゅだん

は、何
なに

かを成
な

し遂
と

げたいという目的
もくてき

があってはじめて意味
い み

を成
な

し

ます。継続
けいぞく

させることのみに重
おも

きを置
お

かず、成
な

し遂
と

げたいことや辿
たど

り着
つ

きたいこと、またはそれを

実現
じつげん

した自分
じぶん

の姿
すがた

を常
つね

に思
おも

い浮
う

かべながら、楽
たの

しく取
と

り組
く

んでほしいです。しかし、続
つづ

けること

そのものも楽
たの

しめたら、それも力
ちから

につながります。習慣化
しゅうかんか

です。これができれば、さらに目的
もくてき

達成
たっせい

に近
ちか

づくこと間違
まちが

いなしです。 

子
こ

どもたちには少
すこ

し難
むず

しい話
はなし

かもしれませんが、今年
ことし

、何
なに

か継続
けいぞく

させることを目 標
もくひょう

に掲
かか

げて

いるとしたら、三
みっ

つの大切
たいせつ

なことも参考
さんこう

にして取
と

り組
く

んでほしいです。そして、取
と

り組
く

みを継続
けいぞく

し、

成
な

し遂
と

げたいことを実現
じつげん

させ、皆
みんな

で「継続
けいぞく

は力
ちから

なり」を実感
じっかん

しましょう。 


